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昨年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で大きく開催スケジュールが変更となったが、今

年は確実な感染防止対策を施し、開幕から予定通り開催され、今回 5月 22 日(土)・23 日(日)

の日程で第 2戦を迎えた。 

昨年から負けなしの 5連勝を飾っている岡本大地選手(FTK・レヴレーシングガレージ)、昨年

ランキング 3位で、今年の開幕戦は 2位でフィニッシュしている佐藤巧望選手(MYST.KK-SⅡ.

制動屋)ら、今大会には 22 名のドライバーが参戦してきた。 

 

《公式予選》 

22 日に行われた予選は 14 時 40 分から 20 分間。まずは岡本選手が 2分 14 秒 820 のタイム

でトップに立った。その後今回がデビューレースの居附明利選手(イーグルスポーツ kks-2)

が 2 分 15 秒 842 で 2 位に上がってきたが、佐藤選手、上野大哲選手(SACCESS RACING ES)ら

と、何度も 2 番手タイムを塗り替える激しい争いが繰り広げられた。しかしトップの岡本選

手は 2分 14 秒 634 までタイムを短縮。そのタイムに及ぶものは現れず、岡本選手が見事ポー

ルポジションを獲得した。予選 2 位は佐藤選手で 2 分 15 秒 211。3 位にはデビューレースな

がら素晴らしい速さをみせた居附選手が入った。 

 



 

《決勝レース》 

23 日 14 時 15 分にフォーメーションラップがスタートしたが、6 番グリッドの高口大将選

手(FTK・レヴレーシングガレージ)と 9番グリッドの高木悠帆選手(MYST KK-SⅡ)がスピン。

最後尾スタートとなるはずが自分のグリッドに戻ってしまい、のちにこの 2 人にはドライブ

スルーペナルティが課された。 

12 周の決勝レースは、ポールポジション

の岡本選手が完璧なスタートでトップを守

り、1 周で後続に 1.5 秒もの差をつけてき

た。2番グリッドの佐藤選手はポジションを

キープ。3 番グリッドの居附選手は 6 位に

後退し、代わって 4 番グリッドの上野選手

が 3 位に、7 番グリッドの森山冬星選手

(DIXCEL☆ROYAL/MYST)が 4 位にジャンプア

ップ。5 番グリッドの冨田自然選手(MYST 

KKS-Ⅱ/ArugaSupport 香川)が 5位で 1周目を終えた。 

トップの岡本選手は周回ごとに後続との差を広げ、2 位の佐藤選手も岡本選手からは離さ

れるものの、3 位以下を引き離しながら周回を重ねていった。3 位以下は大混戦。3 周目に 4

位の森山選手が 3位に浮上。6位を走行していた居附選手が 4位に浮上。3位を走行していた

上野選手は一気に 6位まで後退してしまった。 

5 周目の 200R で 3 位森山選手と 4 位居附選手が

接触。居附選手はなんとかコースに戻ったが、森山

選手はこれでリタイヤとなってしまった。 

3 位以降は毎周激しいバトルを展開し順位を入

れ替えていたが、7周目にコース上に停止したマシ

ンを排除するためにセフティーカーが導入された。

これで 2 位に 4 秒以上の差をつけていた岡本選手



と佐藤選手との差はなくなり、トップから 12 秒以上後方にいた 3位以下のマシンにも優勝の

チャンスが巡ってきた。 

レースは 10 周目に再開。残り 3周の超スプリントバトルとなった。岡本選手はトップをキ

ープしたが佐藤選手は離されずについていく。 

そしてその周のシケインで岡本選手の背後

につくと、1 コーナーで見事にオーバーテイ

ク。佐藤は一気にトップに浮上した。しかし

岡本選手も負けてはいない。そのまま佐藤選

手を追いかけ、ファイナルラップの 130R で背

後につけると、サイドバイサイドでシケイン

に飛び込み、トップに帰り咲いた！ 

岡本選手が昨年の開幕戦から負けなしの 

6連勝を飾った。レース後半に岡本選手と素晴らしいバトルを見せてくれた佐藤選手が 2位。 

3 位争いは終盤も激しく順位を入れ替えたが、最終的に上野選手が表彰台を獲得した。4位は

冨田選手。居附選手はその後方 5番手でチェッカー

を受けたが、走路妨害のペナルティで 30 秒加算さ

れ結果は 18 位。見かけ上の 6 番手争いは 5 台によ

るバトルとなったが、それを制した小松響選手(Rn-

sports･OKABE･KK-SII)が 5 位。以下僅差で、三島優

輝選手(Rn sport 制動屋 KKSⅡ)、太田浩選手(ミス

ト・セキグチ・制動屋)、板倉慎哉選手(AMORE TOKYO

☆表参道☆KKSⅡ)、新原光太郎選手(RD10V/Ride on Dream)と続いた。 

 

 

 

 

 

 



優勝 岡本大地選手(FTK・レヴレーシングガレージ)  
12 周レースは今までにない距離だったんですけど、

燃料が持つかどうか、あとタイヤの摩耗も心配でし

た。全体的なコンディションにも不安があって、路

面が昨日と違っていたし、突風が吹いたりとか、ち

ょっと難しかったです。セフティーカーで燃料面の

不安はなくなりましたが、その前にギャップを広げ

るためにタイヤを使っちゃっていたので、不安があ

りました。リスタート後はスリップに入られたら行かれると思っていたので、仕方なかった

です。でも最後は経験の差かな？うまくシケインで抜くことが出来ました。 

 

2 位 佐藤巧望選手(MYST.KK-SⅡ.制動屋) 

前回に引き続き勝てなかったので、悔しいです。前半

は厳しいレースだったんですけど、セフティーカー

のおかげで差が詰まって、勝負することが出来まし

た。最後は周回数を間違えていて、また抜き返せばい

いと思っていたけど、レースが終わってしまいまし

た。 

 

3 位 上野大哲選手(SACCESS RACING ES) 

12 周と周回数が多いレースだったので前半はタイヤ

を使わないようにしたけどたれちゃって、5位ぐらい

まで落ちてしまいました。セフティーカー後は冨田

選手とクリーンなバトルが出来ました。1回、1コー

ナーで抜かれて、また同じ場面があったりしたけど、

抜き返すことが出来ました。予選より順位が下がら

なかったので、良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


